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※出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・6/19(月)17:15～看護グループ内研修　対象:新人看護･介護
テーマ:医療従事者としての姿勢　　場所:2階会議室　　講師:藤原JGM
・7月分テキストの締切が、6/20（火）21：00までとなっている為、各担当は作成し提出すること。

・6/21(水)22(木)17:30～18:30　第2回院内研修　テーマ:｢災害支援中心病院｣
場所:メモリアルホール　　講師:広報･IT推進･災害対策室　室長　舩場　真也

・疾患別診療書の作成、本人サイン済の提出期限が7/5となっている為、各自対象者の確認と作成を行なっていくように。

・臨時法人研修について

演題：「新垣病院での救急病棟導入の経緯や沖縄における医療の地域連携（仮）」

講師：医療法人卯の会　理事長　新垣　元先生

日時：7/12（水）17：10～18：00　場所：青南病院メンタルケア病棟4階ホール
参加可能者は参加すること。

・7/27(木)、7/28（金）医療機能評価が入る予定となっている。

医療機能評価では現場のスタッフが監督者に質問される為、現場のスタッフは業務の流れ、根拠について熟知しておくこと。分からないことがあれば、事前に確認しておくこと。

・7/28（金）法人の納涼会開催。病院は医療機能評価と日程重なるが、出席するように。
・6/28（水）より豊島Drが休みとなっている。誰が担当医であるかを確認し記載ミスの無いように。

・8/18（金）岩淵Nsがデイケア配置となっている。

・6/28（水）八戸短期大学より看護学生5名が青陽館にて実習予定となっている。
＜青明舎利用者様情報＞
・東海林紀子様～6/12（月）夜にオンコールがある。昨日と同様眠れないと話しており、布団から出ないようにし、目を閉じ眠れるまで待つよう助言している。
・北村　奈美様～6/12（月）夕方にオンコールがある。避妊具にどのようなものがあるかを尋ねており、分かる範囲で説明している。6/14（水）オンコールがあり、自分の性格がコロコロ変わり、自身の頑張りが報われないことがあると話している。また甘えがあることや、相手の考えを理解できないことがある為、約束を破ってしまうことがあるとのこと。詳細を尋ねるとデイケアに行く日をデイケアスタッフと約束したが行かなかったことを挙げている。約束を破ることのデメリットを、友人との約束に例えて説明するが、自身に友達がいない為、理解できないと話している。電話中30分を過ぎると自身から話を終わらせ、電話を終了している。
・福井　彩　様～6/13（火）来所しており、自主学習をして過ごしている。体調について尋ねると、特に問題ないと答えている。6/14（水）午後本人より、思うことがあり病院に電話したことを話している。内容を確認すると、病院に電話したところ、当直医が主治医であった為、相談に乗ってもらい、酒や煙草を止められないこと話すと、止めるように指示を受けたとのことで、主治医の指示に従うよう青明舎スタッフから改めて伝えている。デイケアの一部スタッフに話していた妊娠についての発言はなかったとのこと。

・高柳　和子様～6/14（水）定期訪問を実施している。一週間の中で一日のみ頓服薬を服用したと話している。やる気がわかず、訪問直前に起きたと話しているが、表情は穏やかである。金銭面について、明日入金予定だが、以前に比べ4万円程受給金額が下がっている為、生活が厳しいと話している。一週間を振り返り、自立支援の手続きがあり、大変だったが大きな問題なく過ごすことが出来ているとのこと。

・鈴木　知子様～6/14（水）オンコールがあり「言いづらいんだけど、私臭いですかね」と尋ねている。そのようなことはないと伝え理由を尋ねると、学生時代に、言われたことがあり不安になったとのこと。6/15（木）精神障害者手帳に本人の顔写真が必要かを尋ねている。理由について確認すると、以前アパートの市営住宅の更新手続き時に手帳に写真が貼られていない理由を尋ねられたことがあった為とのこと。自身が必要と感じるのであれば、市役所に相談してみるよう伝えている。以後6/16（金）6/17（金）に同様の相談があり、気になるのであれば、写真を作成し、貼ってみることを提案すると、6/18（日）オンコールがあり、「今朝撮ってきました」と話している。6/19（月）にバス券の更新がある為、更新後に写真の貼り付けについて一緒に相談するよう伝えると実践してみると話している。
・我満奈津紀様～6/14（水）娘様と来所している。体調を尋ねると、以前まで腹痛や背中の痛みがあったが、八戸赤十字病院にて処方された薬を服用することで何とかなっていると話している。娘様は、自宅で家事を行っており、調理が楽しいと話しているとのこと。現在調理は娘様、洗い物は自身で行っていると話している。

・我満　望　様～母様と来所しており、体調を尋ねると不調はないが疲れはあると話し、最近は目が覚めるのが朝6時前であるとのこと。アイデンド八戸は止めると話しており、理由を尋ねると職員に様々なことで注意をうけることや、気が合わない人がいることを伝えると、相手は病気である為理解して欲しいと言われ、自身の病状についても理解してほしいと話したとのこと。何故自分だけが我慢しなければならないのかと不満を話している。

・平　京子　様～6/14（水）来所している。睡眠剤を飲んでも夜あまり眠れないことがあり、デイケアの静養室を利用することがあったことを話している。帰る際に、家でゆっくり休むと話している。6/18（日）定期訪問を実施。週1回は掃除しているとのことで、室内は整理整頓されている。ハルラックが増薬となった際に、主治医や薬剤師に生姜湯で飲むよう指示があり、実践するとすぐに眠れるようになったと話している。生姜湯は28パック入りのものを3袋買ったが、近場のスーパーにないこともあり、その場合はハルラックを飲めなくなると話している為、次回受診の際に相談するよう促している。午後にオンコールがあり、DVDを自宅で観賞していたが、映像が映らなくなったと話している。以前同様のことがあった際に、一度電源を切り再度起動させたことにより、改善されたことがあった為、同じ方法で対処してみるよう伝え、電話を終えている。その後再びオンコールがあり、上記方法でも改善されなかったと話しており、6/19（月）本人宅へ行き、確認する予定となっている。

・松川　順子様～6/18（日）定期訪問を実施。体調は良くないが、日課を行うことはできていると話している。今月生理が来ておらず、そのことを主治医に相談した結果、薬による影響であるとの説明を受けたとのこと。お金がかかる為、水分の摂取を充分にしていないと話している。今後脱水症状を引き起こす可能性がある為、時間を決め水分摂取する、料金がほぼ掛からない水道水を飲むよう助言をしている。デイケアに行った際にも、相談し良い解決法を聞いてみるよう伝えると了承している。現在、金銭面に関してやりくり出来ており、6/25（日）に世話人同行で扇風機の購入予定している。また、扇風機の他に長靴の購入や生理用パンツの値段を確認する予定となっている。6/27（火）あっぷるハート職員と面談の予定となっておりその際に購入するかを相談することとしている。暑くて具合が悪くなり眠れないことがあったと話しており、対処法として窓を開けることや、散歩等適度な運動をすることで眠気を促進させてみるよう伝えている。
＜グループホーム利用者様情報＞
・船場　幸子様～6/16（金）世話人に「明日も皮膚科へ行った方が良いですか」と尋ねており、症状を確認すると現在はなく、医師に再度受診するよう指示を受けたこともないとのことで、受診する必要はないことを伝えている。「念の為、薬を貰った方が良いですか」と確認する為、また症状が出た際に受診し薬を処方してもらう方が良いことを伝えると「予防で薬を塗った方が良いですか」と聞いている。薬は予防の為に塗るものでないことを説明するが以後も同様の質問があり、デイケアスタッフにも相談してみるよう提案している。
・繁名　和恵様～6/13（火）左腕前腕部に湿疹があり皮膚科を受診、アルゾナ軟膏、サトウザルべ軟膏が処方となっている。本日、症状を確認すると良くなっており、母様の墓参りに行って来るとのこと。
・古舘　ヨリ様～八戸赤十字病院を受診した際、病院待合室にて糖尿病についての映像が流れており、その中に水虫や魚の目がある際には注意することが話されていたとのこと。同行中の世話人より、上記症状あるか尋ねると、あると話している為、主治医に相談している。血糖値については下がっており、今後も頑張るよう医師より言われ、水虫に関しては皮膚科受診を勧められている。また同病院のポスターにて糖尿病に関する健康教室開催のおしらせがあり、世話人が誘うと、渋る様子が窺えるが参加すると話している。同教室が7/5（水）10：00～10：30開催予定となっており、世話人と参加する予定となっている。また同日16：00から認定区分の調査が予定されているとのこと。

・田中　一　様～6/17（土）かねた内科耳鼻科医院受診。鼻づまりに対し、アラミスト点鼻液が処方となっている。薬を服用すると一時的に鼻づまりがよくなるが、時間経過で再び症状が再発する為、再度通院するとのこと。その他の体調について尋ねると、以前ヨーグルト500mlを一度に食べた結果、便がゆるくなったと話しており、適量摂るよう伝えている。就労について尋ねると、ミスすることがあるが、他者がフォローしてくれると話しており、小康状態であると話している。チラシ配りを行なうと工賃が上がる為、挑戦してみたが、腰の痛みが出た為、しばらくは行わないことにしたと話しており、世話人から無理はしないよう伝えている。最近は表情良く、不眠の訴えはなくなっているとのこと。

・下妻　康貴様～6/15（木）交際相手より、相手宅での泊りに関して今後はなしにするよう言われたと話している。交遊関係は続いており、翌日上記内容について謝罪がメールで来ており気持ちが楽になったと話している。6/18（日）に村上元道様とサッカー観戦をしている。

・若松　邦生様～6/14（水）就寝前薬を飲み忘れた為、受診の際に返却する予定であるとのこと。本日、世話人にエアロビに参加しないことにしたと話しており、デイケアのプログラムに関しては、デイケアスタッフに相談するよう伝えている。自身に関し運動は出来るが、音楽に合わせ体を動かすのが苦手であると話している。また世話人に、運動と体育の成績についてを書いた文書を渡している。内容の中に、周囲が自分に対し運動が苦手であるとのレッテルを貼っているという表現が含まれていたとのこと。

・村上　元道様～6/14（水）疲れの訴え聞かれているが、病院受診に行くと話し、受診している。その後、受診時の話を聞くと、うみねこ幸房での失敗があり落ち込んでることや、評価がAランクにならずやるせない気分になったことを主治医に話してきたとのこと。主治医より励ましの言葉があり、落ち着いたと話しており、世話人からも現在出来ていることを評価している。6/17（土）には若松邦生様と図書館へ、6/18（日）には下妻康貴様とサッカー観戦に行っているとのこと。姉様より荷物が段ボール6箱届くとのことで、そのうちの半分は着払いであるとのこと。荷物が部屋に入りきらない際には、世話人に相談するよう伝えている。
・田名部浩平様～本日デイケア終了後、母様とバス券の更新に行く予定であるとのこと。

・藤村　翔　様～4/15（木）父様の声で「粉の減りが多い、コーヒーを飲むな」との幻聴があり、コーヒーを飲む頻度を減らしているとのこと。その他の幻聴についてはないとのこと。
・大下　伸治様～6/16（金）頭痛の訴えあり、デイケアを早退している。デイケアの静養室を利用することも出来ることを説明するが「静養室で寝ていると誰かに悪く言われている気がして行きたくない」と話している。早退後、休んだ後に、体調を確認すると「朝と変わらない」と答えている。6/17（土）バス券更新の通知書来ており、6/21（水）に更新をし、そのついでに実家により、生活費を受け取りたいと話している。そのことはデイケアに自分で説明するよう伝えると了承している。6/18（日）にもだるさや疲れの訴え聞かれ、今朝も頭がもやっとするとの訴えが聞かれている。
※グループホーム「あおぞら」に、今後青山荘利用中の女性が体験利用に来る予定となっており、「あおぞら」在居者に症状変化ある際には、情報共有していくこととしている。

＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊様～本人より電話連絡があり、どうしたのか確認すると「あー。えっと･･･」と言葉が詰まっており、その後母様が来るため欠席することを話している。電話中、呂律不良な様子窺え体調を確認するが、不調はないとのこと。言葉が詰まることや呂律不良があることから、次回来所時、病状の変化がないか様子観察していく。

・我満　望　様～6/5（月）・6/7（水）アイデンド八戸にて体験利用実施。チラシ折りやろうそく作成を行い、本人にとって興味のあるものであったとのこと。しかし他者に文句を言われ、職員から部屋を別にすることを提案され「何で別にしてもらわないといけないのか」と拒否があった。6/9（金）も体験利用予定であったが欠席したとのこと。他施設の利用を検討するが、上記のようなことがあると嫌であるとのことで、施設利用に関して拒否的な様子窺える。現在は、調理や買い物をしており、今後家事を行い、デイケア来所しエアロビに取り組むことで体力向上を図っていきたいと本人・母様から希望がある。仕事を行うにあたり、体力向上や生活リズムを整えることが必要であることを伝え、対人関係で悩む可能性もある為、問題解決の方法や意志伝達の仕方などを学習できる場としてデイケアを利用することを促していく。

・細谷地与蔵様～体調確認をすると左母趾痛があると訴えあり。歩行時に痛みが強まると話しているが、歩けないほどではないとのこと。立ち上がりや歩き始めの際にふらつきがある為、見守りを行いつつ、転倒に注意するよう本人に伝えている。

・松倉　健一様～本日、八戸赤十字病院受診予定であったが来所しており、状況確認すると、受診日を間違えたとのこと。6/21（水）に受診とのことで、スタッフに改めて欠席することを伝えるよう促しているが、自主的には報告できていない。
デイナイトケア

・鈴木真知子様～プログラムの合間や自主活動時間に、時折出入り口のほうをうろうろと歩いているが、表情の硬さや行動の強引さは無く独語等の精神症状も窺えない。引き続き症状の変化や無断での外出ないよう見守っていく。

・吉田キクエ様～青風荘からの情報提供があり、昨夜20時過ぎに「風邪ひいたみたいなんだよ、鼻水と咳が出る、具合は悪くない」と訴えている。体温37.5℃で昼過ぎから症状が出現したとのこと。今朝には解熱しているが、鹿内内科を受診する為、本日欠席となっている。

ナイトケア

・関　秀治　様～他利用者が帰った後に、テレビを音楽番組に変え、一人残ってテレビ観賞している。先週からそのような行動が見られるようになっており、何かあったのか確認すると「その方がいいかと思って」と話している。理由について尋ねるが、特にないとのこと。仕事や生活で何か変化や困りごとがあるなど、相談したいことや話したいことがあるか尋ねるが、「特に何もないです」と話している｡30分程在所した後、帰宅している。

＜外来情報＞
・田中　一　様～体調に変化なく過ごしているとのこと。降圧剤が減量になり、2週間になるが血圧は落ち着いている。ハロマンス（50）1Ａ施行している。

・千葉　輝夫様～家に長男様が泊まり、本人様の様子を見ており、色々出来ない事もみられているとのこと。南陽館では入浴が長く、ぬるま湯に浸かっており何度か声掛けしている状況。長男様の都合によりショートステイを利用していく予定となっている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（鈴木　知子　様）　

実施日：H29年6月19日（月）13：30～14：00

担当：藤田

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	鈴木　知子様
	性別
	女
	年齢
	46
	生年月日
	S45.11.17

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	計3回（最終：H5年9月14日　～　H6年10月2日　）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.2～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣、ヘルパー、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣

	住居：
	家族構成：

	利用制度
	

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S59年1月頃より、空笑･幻聴･妄想･独語等の症状が出現し、S59.2.6八戸市立市民病院精神科初診、通院治療を継続していた。S60年10月頃より上記症状に加え、不眠･奇異な行動が出現し、S61.3.8当院初診し1回目の入院（～S62.4.30）。以後、上記症状再燃により、当院へ計3回の入院歴がある(②H4.10.15～H5.4.25 ③H5.9.14～H6.10.2)。H6.10.2当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院(1回/4週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/2週)、ヘルパー利用（2回/週）、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図っていく。スタッフは相談された際には、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	②再発予防プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持を図る。スタッフは参加状況を確認し、参加していない場合は参加を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	以前はデイケア利用等に関する不安を自分から相談できず、その不安を後から話してきたり、別の施設に質問している等、不安や問題の早期解消ができていなかった。当初は理解力の問題や、デイケアやスタッフに慣れていないことが考えられる為、スタッフからも声を掛けることで、徐々に相談できるようになっている｡相談があった際には、スタッフより対処法を提案し、一緒に考え、選択・実施に繋げられるようになってきている｡（達成度80％）
	デイケア利用開始となり、6ヶ月以上経過し、慣れてきたこともあり、利用中に相談できるようになってきている｡些細なことに不安を感じることもあり、目標、計画は継続とする｡

	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	3月以降は定期的な通所利用は出来ている。利用率60～80％台。（2月25％、3月80％、4月75％、5月60％）

プログラム参加拒否はなく、SSTでは積極的に発言することもあり、他プログラムでも発言聞かれている｡他者交流も適度にあり、トラブル等はない｡特定スタッフに対し、嫌われている、怒っているんじゃないか等と何度も相手をかえて相談しているが、相談したスタッフからそのようなことがないことを伝えると納得している｡（達成度80％）
	利用開始直後は参加率も低かったが、徐々に上がっている。プログラムへの参加、他者との交流も出来ているが、引き続き、目標、計画は継続していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図っていく。スタッフは相談された際には、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	②再発予防プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持を図る。スタッフは参加状況を確認し、参加していない場合は参加を促していく。


